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２ ヨーロッパ文化の共通性と多様性 

○共通するキリスト教の伝統 

ヨーロッパでは多くの地域で（ キリスト教 ★★★）が信仰されている 

クリスマスやイースター（復活祭）などの行事 

教会では日曜日に礼拝が行われ、結婚式や葬儀などの儀式も行われる 

 

○三つに分けられる宗教と言語 

キリスト教：主に（ プロテスタント★★）・（ カトリック★★）・（ 正教会 ）に分けられる 

＜ヨーロッパの国々のキリスト教の宗派＞ 

ドイツ（2010） フランス（2010） ロシア（2005） 

カトリック 

プロテスタント 

正教会 

その他 

31％ 

30 

２ 

37 

カトリック 

プロテスタント 

その他 

 

64％ 

３ 

33 

 

正教会 

プロテスタント 

カトリック 

その他 

53％ 

１ 

１ 

45 

 

ヨーロッパの様々な言語：主に（ ゲルマン系 ）・（ ラテン系 ）・（ スラブ系 ）に分けられる 

ゲルマン系言語：ヨーロッパの北西部で話される言語で、英語やドイツ語などがある 

ラテン系言語：ヨーロッパの南部で話される言語で、イタリア語やスペイン語などがある 

スラブ系言語：ヨーロッパ東部で話される言語で、ロシア語やポーランド語などがある 

→同じ系統の言語は、同系統の（ 民族 ）の言葉が変化したもの 

 

○多様な文化が共存する社会 

異なる文化をもつ人々の移住 

アジアやアフリカの国々：かつてのヨーロッパ諸国の植民地からの移住者 

トルコなどの周辺諸国：労働者として迎えられた移住者 

→近年は、イスラム教などの信仰をもつ人々も増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


